
一25一

ボ鰍燃無糊糊撫糊糊蝋糊如糊撫漱燃㍗

茉兼

芸業

桑釧路市付近と委

来芸

兼業

委釧路から根室へ委

芸系

巣来

虹燃料糊蝋糊燃料来糊料淋蝋来潮来J

岡崎由夫･鈴木順雄･伊藤俊彦

釧路市は啄木が｢さい果ての駅に降りたちて……｣

とうたい詩情を求めた海霧(ガス)と｢挽歌｣

の街で知られるがいまは東北海道第一の20万商工都市

に変容している.水産と貿易の重要港湾都市でもあリ

釧路炭田第一の炭嬢と二大製紙工場をかかえる.市の

背後には広い未開の｢釧路湿原｣やここに舞う｢タンチ

ョウ鶴｣｢緋鮒｣の生息地春採湖だとの天然記念物を有

しまた阿寒国立公園への玄関口であり文化と原始

との“混合都市"の魅力を与えよう〔()内は5万分の1

地質図〕.

釧路へ(白糠･大楽毛)

根室本線が釧路へ近づく30分前白糠駅を過ぎてすぐ

石炭岬を抜けると幕府が採掘した北海道最初の炭嬢

(安政4年1857)で釧路炭田開発の発祥地である.

やがて西庶路駅の定遠くには斜陽の炭田を象徴する旧

明治鉱業庶路炭嬢のボタ(ズリ)山がみえ次いで斜層

理いちじるしい釧路層灘に水平層がのる採砂利場が目に

つきこれに続く台地を左に右手には太平洋をみて本

線が走る.

阿寒川を渡ると日本一の馬市で知られた大楽毛に入

るがいまは道東の｢木の国｣を示す製紙工場などの街

に変わりその背後には不毛の泥炭地といわれる釧路湿

原が遠く展開しかなたに噴煙はく阿寒の連峰に印象づ

けられる.やがて右前方には台地に抱かれた釧路

の市街と港が迫るが新釧路川の手前着工まもない釧

路西港の建設に釧路市の発展ぶりの一端を知る.

釧路市の地形･地質(釧路･大楽毛)'

地形市付近の地形は下町が横たわる広大

な沖積低平地･釧路湿原とこれをとリまく山の手台地

から渋る.市内では釧路面(海抜40m内外)が主で

高い根室面(同140-60m)もある.根室面は東方の太

平洋炭嬢付近の青雲台から現われる.両海成段丘はこ

こやこの南方からよく展望できる｡根室面は下部洪積

層･釧路層灘で釧路面は上部洪積層由大楽毛層でそれ

ぞれ構成されこの上には“火山灰κ･屈斜路軽石流が

おもに釧路面をおおっている.

釧路の海岸地形は知人岬を境にしてわかれる.西側

は砂浜東は遠く根室半島まで断崖が続く岩石海岸で

屈曲に満ち奇景に富む.

春採湖天然記念物｢緋鮒｣が生息する本湖

〔0.48km2最深9m(ユ950)現在6㎜余〕は大量の硫化水

素(最高680㎜g/4=1936)を含む特異た湖として知られて

いる.この南海底には水深45血まで刻む谷形があり

本湖が釧路面を削った谷への縄文海進によるレリックで

あることを教える.

釧路湿原釧路湿原(釧路平原同原野同泥

炭地)は北海道で石狩に次ぐ3万haの面積で道内泥炭

地の15男を占める.湿原の南部は沿岸に低砂丘樺が走

り市街地はここに集る.その北大半の大部分がヨシ

･スゲの低位泥炭(22,300ha)からたる未開地で北部の

原始郷が天然記念物｢釧路湿原｣の指定地である.高
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第1図

釧路一根室地質巡検案内図(枠内の図は本文申の別区

基東釧路･紬岡貝塚)�
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策2図

殿!了:地形(潮い洲が根室山i低

い唖が釧絡1ii)左下σ)砂浜が排

兇允浜害オソツナイ海掠

位泥炭地(;棚王撚)は滋腺を険切る1脇踏一弟子価遣道沿

いの台地近くに凌とまってミズゴケツルコケモモガ

ンコウランなど単彩な泥炭地に色どりを添える､

湿原の広漠荒涼な展望は釧網本線で至暗闘内外にわ

たって続く左車窓からや岩保木山や新道道を鶴居･弟

子屈へ走るバスで北斗台地から眺めるのがよい.

泥炭地は標高ト王1畑東西の最大が1破獄南北平均

が17㎞王で掌状の輪郭を描くが全体は降るく東一東南

へ僚く.湿原を蛇行の釧路川が東縁を流れ塘路湖

タッコブ沼などが東縁の台地に湾入し海津線が東では

知人岬台地より後退し西方ほど張り出しまた阿寒

川が大正9年(ユ920)の大漢水まで釧路川へ流入していた

たどは本湿原が形成に至るまでの地盤運動を物語る.

湿原の表層地質は表面が五一5独の厚さの未分解の

泥炭でこの下1こ泥1砂層をはさんで密集貝化石帯1m

余が横たわる､表面下遂m以下で下部のホタテから

上部のアサヅオオノガイヘと員種を変え海面の法化

傾向を示すが一化石にはハマグリジオフキなど暖海種

も含まれる.愛国の水中貯木場には掘り上げられたこ

れら貝類がいまも臼く残されている.

東釧路駿裏の東釧路貝塚は縄文単一前期から中期にわ

たるがその員種は上記の化石帯と1司じで密接た関係

がある.貝塚の絶対年代は不明だがこの直下に出た

沼尻式土器の至垂C年代は7,130む20年B.P.である.

湿原下の地質については深浅300本に近い採炭地

下水の試錐や地耐力調査孔と弾性波探査匁とによって

ウルム期最盛氷期以降の最深約80mから1㎜の｢沖積層｣

'と釧路層灘(東南部で欠如しその基底は西方に深化し

て大楽毛西方で深さ500脳余)の下に断層網で縦横に

切られた含炭浦幌層灘と白亜系が横たわる.こうして

湿原のべ一ルがはがされ｢沖積層｣下の埋積谷や数段

の段丘地形などが知られ最近の地史の多彩さを示して

いる.また愛国地区の地下30-70㎜の浦幌層灘を基

盤とする｢沖積層｣からは共水性天然ガス(23ト50が/

員CH.95-20%)が知られ地耐力では南部の砂丘地

を離れると急減し軟弱地盤は深く数10mにおよぶ.

第3図

釧路湿瞭(｣二は湿1序

中央から南西海詳側

を望む

下は高位記倣地�
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策1表第1四紀層産の化石(貝塚を含む)

鱈植物化石(釧路層群･東釧路層K､･,産地⑮)
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台地の地質釧路市内の

洪積層以下の地層は台地の周縁で

観察できるが見学前に市立博物

館をおとずれるとよい.市南部

では高さ10m余の海崖に基盤岩層

の上部白理系･根室層弾汐見層の

一部と古第三系･浦幌層鮮の下大

半部(舌辛層上部と尺別層は欠如)

が露出している.一方台地を

北に向かうに従って洪積層上下層

がみえはじめる.

上部白亜系と古第三系

基盤岩層は市の東方岩屍ヶ浜(オ

ソツナイ)の旧採石場①で汐見

層とこれに不整合にのる浦幌層群

基底礫着の別保層と春採層その

上にのる洪積層(大楽毛層)の露

頭がある.

汐見層は細粒砂岩別保層は

｢黒玉｣の異名をもつ採石の対象

岩で黄鉄鉱結晶を散会する方解

石細脈で切られている.別保層

は釧路市へ大量に供給する砕石

源岩で市の北方15kmの釧路村

東遠野がおもな現場である.

ここから砂浜を横切って砥へ進

むとライマンが調査し報告を

残した現太平洋炭嬢の海底炭へ

と続く春採爽炭層が別保層の上に

露われはじめやがセ南西へゆる

く傾く3枚の炭層がみられる②.

春採層には植物化石は多いがここ

では採集はできない.後記のボ

タ(ズリ)山2カ所⑤⑬(炭破の

許可が必要)で主要稼行のいわ

ゆる｢本属炭｣(ここでは露出し

ていたい)の上盤から産した化石

が容易に採集できる.

春採層の最上部の10-30cmの

炭層からr赤玉｣の天寧層が続き

高くまた海津ぺ突出して行手を

はばむ③.天寧層はこの酉の海

岸によく露出するが春採湖の周

囲や市内の南大通りでも観秦で

きる.薄炭層を挾み一部では�
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動物化石で笈撞丑K玉は洪横統釧蹄層癖東釧路層Otは洪横統大楽毛層Alは｢沖籟層｣で産地は

永巾貯木場澄,Cは貝塚で遇東釧路C糾嗣㊥はとくに多い十あリ

モンモリロナイト質凝灰岩を伴う⑦細粒部と礫岩部との

7部層にわけられる.ここの天寧層基底から酉に進む

と同層全体とやがてその上の雄別層の一部が露われる

がその観察は断崖を越えたり磯を渡ったりする困難

なルｰトである.

目本一を誇る｢砂岩脈｣(幅4.5m高さ15m余)は興

津海岸の雄別層中に垂直に貫入している④.ここへは

三角山のボタ山⑤を目標にして

そのそばの小沢を下り小滝を降り

て海岸を東へ100mほどで達す

る.

雄別層は昭和45年に閉山した雄

別炭嬢の主要稼行炭層を含む地層

だが市内では炭層は薄い.上

述の砂岩脈の東酉海岸にその下部

カミ露出するが知人岬付近も好露

出地で付近では砂岩脈(幅妬c功

もみえる⑥.雄別層から上位層

は市内では連続追跡できない.

双運層は春採湖北瀞⑧にもみえ

るが天寧の南の別保団地の裏崖

⑲が各種化石を多産して黒色の

頁岩に厚さ3mの含化石粗粒砂岩

層がしばしばはさまれる.この

西方に舌辛層下部と採砂場下に雄

別層がわずかに認められる.

舌辛層下部(砂岩)の好露出地

は少なく市の東はずれの武佐川

東側⑪や高山付近⑫では0∫肋α

帯を伴い⑫では幅4㎜内外の粗

粒玄武岩が同層中部まで貫入して

いる.舌辛層申部(泥岩)は春

採の湖畔小学校坂⑨や化石を多産

する武佐川の酉側⑯や⑫がよい｡

太平洋炭磯同炭嬢は大正9年(1920)からは

じまるが前身は安田善次郎が川湯のアトサヌプリの硫

黄採掘と同時に開坑した明治20年(1887)のr春鳥炭山｣

で硫黄精錬と鉄道用に使われた.臨港鉄道春採駅の南

斜面の春採層｢本層炭｣(陸上では｢上層炭｣海底では

｢下層炭｣を稼行)を採掘した.このあと現炭横は選

炭場裏手に斜坑を開口し陸上部を採炭した.今次大翰

錦4図

オソツナイ海排の維崖と地層

(Bp:別傑帽Ht:春採層

Tn:天寧層a:ボタ■Il)�
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後は海底に進み斜坑口を興津と現位置に移したがや

がて現春採坑に集約し緩傾斜の安定炭層に徹底的な機

械化で100t/目/人の年産約220万t(従業員3,500人)

のヤマで坑道は海:岸線から沖合致㎞におよぶ.北海

道第二の釧路炭田も昭和45年までに閉山あい次ぎ現

在本炭嬢とこの東方約10kmに傍系の栄和産業深山炭

肺(年産11万t230人)を残すのみとたった.

洪積層台地北部のまわりで釧路層鮮下部と

大楽毛層の一部およびこれらを被覆する屈斜路軽石流堆

積物をみることができる.

釧路層灘下部の東釧路層はKI～K｡の4部属に区分

され貝･有孔虫･巨植物･花粉･珪藻の化石の研究が

ある.同層の観察は下位のK1(泥～砂)とK｡(含貝礫

砂)は春採永住町⑭がよくK｡(砂)とK｡(下位に薄泥炭

上に貝化石を含む泥)は材木町の旭橋前崖⑮⑱でよく

釧路市付近の模式地質柱状
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釧旺市市および海昧地質概念図(『更多罪是墨欝べ姜鶯㍑｡一一榊姥)

模式断面図

層杣物化石

婁燃/舳1

十ヒシの突遮沐

u'k板

e馴1面小憎

X泥炭

5漉痕

亘SD伍歩岩,脈(巾昂)

““.幟丘界

ム貝塚

==≒i…卿脳

第5図

釧路市の地質および非]1状=概念図�
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節2表釧路i打付近σ〕沸幌胴蝋度化7f

鐙植物化石春採騒漉⑤⑬
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"榊洲仰加肋舳む丁舳I

C伽∂6ψ1一ツ〃'〃〃ωゴ"カ｡珊北〃刎EN"o

〃伽ψ伽〃刎〃い;抄ψo加{α〃〃Tバ^一

0ocα4Z洲破｡〃畑丁^N一､f

PZ"〃閉砒｡〃〃T^M-

Dε洲肋`必加"加カ｡閉ゴ｡αO1sHletH岬101い

Coブ〃洲㍑o〃1αT^N,u

Z召1尾｡η皿尾〃∫〃ブ｡舳3ゐOlsH.etHU稻.

亙卿む肋榊伽σ肋吻11HEE此

刀勿妨刎〃5〃伊｡〃伽G0EP.

V必〃舳刎αo〃〃〃〃T､“^1

0∫舳伽ゐ3κ尻α〃榊〃5むK1モ“Hlr.

Coブ♂加プψo卯北切下^“1

αyμo曲ηろ〃∫`附｡ク"舳5(BR0N0N.)Hl;1{ll

λcオ加〃わるα榊彦｡〃例8むT^N.H

P1励α伽4∫馴4〃3肋吻εGoEPPERT.

σZ刎伽乃〃〃｡プ伽〃∫01w.etHU鴉.

γ泌“閉榊〃あω{o〃勿{〃舳(OlsH.etHU託.)T^N.

λ1伽9加物ろ伽オ｡ム1勿1〃〃〃(O1舳.etHl〃､)丁州.

Woo6榊〃4加3伽倣O]sl一.etHU究.

jV召〃刎ろ｡榊ψψo〃北切ENl〕o

0ηoc1召"知あ閉〃室ω(Fo1冊.)G､､H1,.etETTlN.

1サα狐Sp.

T.T^N人I(1970)による

─

��㈩

���

���

���

���

���

���

���

���

���

(ユ.9)

���

���

���

���

���

���

(工.1)

���

���

���

���

���

��㌩

釧路から昆布森(釧路･昆布森)

釧路市内の地質巡検を終え根室への旅

立ち前時間が許せばバスで1時間の

東方の釧路村昆布森海岸の風食岩雄別

層から舌幸層中部までの地層と化石採集

をすすめたい.バスは炭肺市街で根室

面を左に釧路面上を走り前方に両段丘

右手には釧路面が展開する.昆布森漁

村から海津を西にもどると漣痕と薄炭

層.をはさむ雄別層がまずみえここを過

ぎると天寧南⑲と同種のシジミ化石を白

く無数に含む双運層が海岸に露われる.

やがて舌辛層下部次いで同中都に

北海道随一ともいえる高さ20m余の岩壁

一面の風食による蜂の巣彫刻にしば

し目が奪われる.この下には団球や

ル･〃0r〃柵〃〃その他化石も容易に採取

できる.

()内は全休個数の1エェめる側今%で1%以下では璽要種口)み松け他は省略し

た

鐘動物化不

ハ4{"o〃αsp.

P1'{∫cρ〆〃榊刎?sp.

γo〃加1伽ゐあ棚∫Y0K0Y､､MA

ん肋5〃刎｡ツ〃〃〃OY､､M^etM1zF雨｡

0洲榊帥〃舳1ω沁OY､､.etM-z.x

y酬榊{ωヅ"直ツ｡£〃ゐ{N^舳Ω

C01切〃加'o居〃肋ξ(Y0K.)O

(二(1…ακ∬α)∫北α尾α7ら〃15兆SU盟ul{I○×

Nα〃｡'〃ψ榊!αo〃一5{3T^K1{1〕A×

P伽ザsp.x

P〃ψ1o〃畑あω』1-o〃!∫公Y(〕K0Y,wA

1妻α1"π“∫sp.x

α妙ω曲ブ｡〃α

肛Φ

⑩

虹Φ

⑯

⑫⑲

⑯

⑫⑲

⑫⑲

⑲

⑲

ζol

⑩⑲

⑩

動物化石の酢地:(Φは舌辛層小部

⑫は香辛煽下菩1三

⑲は双運屈(O勘I÷x砂丹)

観察できる.⑮ではηψα(実)を多産する.

大楽毛層は旭橋の北⑯や砂取り場⑰⑮の上面で釧路

層群にくいこむ生痕と含貝礫層を基底にする礫層だが

現在市内で露頭は乏しく標式地の大楽毛西方の台地が

よい.屈斜路軽石流は屈斜路カルデラの生成直後に

噴出南流してきたもので随所でみられる.市内の同

層中の炭化木片の一{C年代は29,400土1,800年B.P.で

ある,厚さは不規則で概して北原南蒲で20一ユm.

釧路から厚岸へ(釧路･犀幌･厚耕)

釧路から根室へは急行列車で2時間20

分(普通で3時間)で達するが途中急

行も停車(50分)する厚岸駅で下車し

地質巡検を試みるのは意義がある.

厚捧までの閥次の東釧路駅から左に

湿原右手に台地と沢奥の炭磁荷をみや

り別保駅に入る.別保は多くの中小炭

肺があったところ.駅からすぐ左車窓

に映る国道崖の礫岩が別保層で付近一

帯に発達して模式地とされる.前方に

は同層の旧採石場もみえ第一トンネル

までの左右はほとんど同礫岩層で小炭

傭跡も少なくない.平行走の国道44号

とはトンネル手前で別れこれを抜ける

と根室層群が代って露われ厚岸根室

まで続く.車窓にはエゾマツトドマ

ツ林や針広葉混交林の北国の香りをただ

よわせて上尾幌駅につく.

上尾幌は盛衰をくりかえした中小の炭砿があったとこ

ろ.このあたりから道東部特有の林相を呈し欧米学

者が｢自然の至宝｣と賛辞を惜しまなかった原生のオン

コ純林があり駅からすぐ左手平地には珍しいアカエゾ

マツの疎林も風趣を添えるが左手河べりの切り割りに

は根室層群･仙鳳趾層がよくみえる.やがて尾幌原野

に入る直前右手すぐにハゲ山がみえる.同層に貫入

した角閃石安山岩の岩脈の一つで屍幌山などとともに�
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釧路地方では数少ない火成岩の採石地である.

届幌原野は昆幌川とその支川灘が集まった氾らん沖積

泥炭地である.原野はゆるい斜面の台地でとりまかれ

るが台地の地層は容易に風化し削剥される泥岩主体の

仙鳳趾層である.原野の東をふちどる右手の台地も

屍幌川と海波の浸食で最小!00m幅までせばめられ同

層の性状や地形の低下の一因が知られる.

門静駅のすぐ手前の鉄道橋を渡ると左手には｢門静

石｣で知られる採石場がみえる.この付近は根室層鮮

下部の釧路地方唯一の観察地であリ下車または次の厚

岸駅からバスで引き返す価値があろう.

門静採石場1二で駅舎すぐ西側①には仙鳳趾

層が露われるが採石場へ向かう台地斜面②で再び同層

がのぞかれ続いて道路崖③に門静層上位の｢ガリカン

層｣ともいう“骨石"(珪質凝灰岩)をはさむ砂岩･頁堵

の互層が露出する.眼前の対岸には黒ほいガリカン

層をのせた門静層本体の採石現場④が高くそびえる.

門静石は堅硬な凝灰質粗粒砂措で白斑を点在させる特

徴カミあり根室本線の路盤石はこれが多い.採石場は'

この奥の本1支流の二手にもあるがこの付近からヘト

ナイ期を示す万106㈹棚〃3加∫乃か0611∫れNAG,etMAT.

と^脇｡腕6舳ゐNAG.etM肌を産する.下位層

の露出地は太田村層(黒色頁岩)が採石場から1km

余の北の枝沢⑤阿歴内層(熔岩を挾在または貫入岩を

伴う火砕岩質)はホマカイ川上流約2km余⑥の踏査が

必要である｡

柵蝋黎蟻萎甜

第6閏興津海岸の砂糊ilそ(簡側は難洲臓)

厚岸にて(曄巌･霧多布)

門離から指呼にある厚捺駅までの本線は起伏ゆるや

かな台地に抱かれた厚岸湾捧に沿うが右手湾口には平

坦で大船を浮かべた姿をした海食台･大黒島が黒く浮か

ぶ.原津町は道東でもっとも早い寛永年間に開けた漁

業の街でアイヌとの交易の東エゾ地(おもに太平洋側

一帯)第一の和人(同本人)集落根拠地であリ文化元

年(1804)には幕府カ凍エゾ地三大古刹の一つ国泰奇を建

立しいまも残されている.厚捧は｢厚棒道立自然公

園｣の玄関口で厚岸から東方の浜中町霧多布の海津と

島々を含む.公園には厚岸湖(31.7km2最深2肺平

均2m余)名産のカキ貝を産する60近い小さなカキ島の

｢塩性植物群｣大黒島の日本唯一の珍鳥コシジ奴ウミ

ツバメをはじめとする｢海鳥繁殖地｣霧多布の｢泥炭

形成植物群落｣などの天然記念物を有し海霧にぬれた

屈曲と断崖奇岩や植物景観に旅あ疲れを安めよろ.

厚岸の地形･地質厚津町は標高互O肺以

下の台地にかこまれた厚津湾と厚岸湖の間のせまい水道

…姜…

第7図釧路鰯灘東鋪脇燭(Kパ菰望)[ハ

黒化郁讐藤状(泰擦永住町)

灘誰

嬢嚢議鍵灘嚢簸議議議灘

宝･11譲簸･･譲議冊､蟻灘

欝饗鰯醐蟷(釧鮒幅布森海岸)�
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E≡コ犯炭地

第10図門静お

���

よび厚沖の地質と巡検地

第9閏

嗣鯵穣二膏揚(搬塞溺麟門静層)

で別けられる.これらの形成は

白亜系の硬軟の地層分布と地盤運

動に規制されている.厚岸付近

の地形の特徴の一つは海岸地帯

の南高北低型である.海棒沿い

の地帯が高く隆起しやや離れた

北側は沈下し尾幌川支流群の南

流と尾幌原野や厚樺湖などの生成

を導いた地盤運動といえよう.

他の特徴は厚津湾の湾入と平滑

捧と突出や海崖搾である.平滑

た北一西湾岸は仙鳳趾層分布地で

恐らく湾入もこれに関係し同層

の粘土化による地すべりと波食に

よるものであろう.突出岬と断

崖は汐見(厚岸)層･老者舞(チ�
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ンベ)礫岩層で構成されることに原因しよう.

厚岸での地質巡検は駅裏⑦やその東の切崖⑧の仙鳳

趾層からえまじめ本町といわれる対捧で根室層群上部の

汐見層と老者舞層を観察したい.駅～渡船場間は国鉄

バスで5分はぼ30分ごとのフェリｰ7～8分で渡れる

が昭和47年秋にはここに厚岸大橋が完成予定で工事巾

である.眼前に迫る対捧の商い崖⑨は汐見層である.

渡船場から南の国泰寺⑫の東までのバス(10分)は酎1生

沿いに走りここからバラザン岬を経て湖皐沿いに北

大の臨海実験場までの3km余が観察コｰスがある.時

間が許せばバスを捨て台地沿いに歩いて礫措を挾在

する砂岩･泥岩互層の汐見層を観察⑩⑪するのもよい.

国泰寺の東の低地を挾んだ旧採石場では同層特有の層

間櫓曲もみられる.

国泰寺では西側のスランピングを示す汐見層⑫をみて

坂道をのぼリバラサン岬に出ると砂岩･泥猪を介在す

る老者舞礫岩層が露われる⑬.浦幌層群の別保層とは

礫径が大きく礫種で異たリかなり続いて露出する.

汐見層地帯に入る⑭と露顕は少なくなるがこの付近

でG伽ゐW`η伽芯〃砿'〃〃JlMBo,乃αo∫加sp.などの

アンモナぞトの産出が報告されている.'臨海実験場⑮

付近には大き恋汐見層の露出がみられこの南のアイカ

ップ1崎へは海崖が迫って進めない.

実験場は付近の魚貝類を展示しているがここから坂

道をたどって台地に出る.台地には北大の博物館⑯

(岩石由化否も展示)があリその南には展望台⑰があ

り霧にけむる寒海と対岸の尻羽岬大黒島だとの荒削

りの絵巻がくり広げられよう.博物館までは日曜の

みバス便があり上述のバラザン岬から引き返しこれ

を利用するのもよい.博物館から国泰寺への台地上の

道のかたわらには北大演習林⑱と樹木園⑲があり当

地方産のほか本州外国産の樹木もみられる.

厚岸から浜中･霧多布へ一･霧多布)

厚津本町から霧多布への道にはバス便はないがここ

の海津寄りの地では風衡型のダケカンバ林や牛の過放

牧で食い残されて生じた紫色づく｢あやめケ原｣がある.

遭東の海津草地では共通の特有景観である.

再び列車で30分間の浜IlI駅へ向かう.本線は馴皐湖

樟をめぐるがすぐ尾幌･別寒辺牛剛11の河口にはヨシ

ｰスゲ泥炭地が水面に浮きあるいは左車窓まで一面に

敷きつめた上にヤチハンノキの疎林もはえ低位一中間

泥炭形成の1コマを映してくれる.糸魚沢駅を過ぎて

まもなく国道改良中に仙鳳趾層から月0伽似ん0閉郷

sp･が産出したことがあるがすぐ左窓に一瞬浦幌層鮮

別保礫堵層と春採層がみえる.釧路炭岡東限の孤立分

布地である.このすぐ北に入る沢には釧路市以東で

唯一の中新統テライカリベツ属が知られた所.

茶内駅まで根室本線は河痒や沖積低地を走ってきたが

ここから一転して海抜80m内外のゆるく起伏するいわ

ゆる｢根釧原野｣の台地.ヒを東走し粗放な酪農牧野が

展開する中を通って浜中駅へすべり込む.

浜中一霧多布浜中駅前では石英モンゾニ渚と

旧銅山がある.前背は駅の東1k㎜高さ6～7mの

同岩の採石場①にあり上面には根釧原野の台地を構成

する1～2mの段丘堆積砂礫層をのせる.石英モンゾ

ニ岩は緑色風化して淡紅色を示すが根室層樺太閏村

層への迷入岩で釧根南部の千島弧外帯を特徴づけるア

ルカリ質粗粒玄武岩のマグマ分化作用の所産といわれる.

銅山は駅前の旧馬検所を過ぎ幌戸川上流を下った

1.3kmに浜中(国光)鋤!1があった②.かつて白亜

第11図

浜中駅付近のモン

ゾニ岩�
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錦12図浜中･霧多布

の地形･地質概念図

系中の“黒鉱式鉱床"として注目されたが上述のアノレカ

リ岩の送貫入に関連した層～塊状の特殊改交代型の含

銅硫化鉄鉱床(Cu4%250t売鉱)といわれる.坑口

坑道一つはいまも残り硫化鉄鉱も採取できる.

霧多布の地形･地質浜中駅前から霧多布へ

はバスで25分.榊町展望台③から霧多布泥炭地を縁ど

る弧状の浜中湾痒を走り前方には平坦表面をみせて海

に浮ぶ陸繋の霧多布島･小島そしてヶンボキ島が迫って

くる｡標高3m以下のトンボロに並ぶ霧多布市街は

十勝沖地震(昭和27年)とチリ地震(同35年)の津波で

二度にわたって洗われた記録は生々しくいまは完成さ

れた長く高い防潮堤でわずかにそれを思い出す.

これら島々は礫岩を主とする根室層鮮上部の霧多布層

(老者舞層･知力学層･去来年層)からなり断崖をめ

ぐらす.市街東はずれの同東捕鯨場から霧多布島への

遣があり登る坂道の崖④でこの地層がみ一られる..島

上の東端には展望台⑤カミあg南部の湯沸の砂浜から南

の小岬を望むと標高50m内外の島g段丘にかろうじて

残る低い段丘(同20m以下)⑥がみられる.

霧多売泥炭地泥炭地(3,170ha)は海抜5m

以下の霧多布をかためとした浜中･琵琶瀬両湾岸に開い

た扇形を呈し両湾岸に沿う低砂丘列をおおった低位泥

炭を主に高位泥炭(950ha)を伴う.ここを琶琵瀬川

などが埋積砂丘に沿うようにゆるやかに流れそれ1こ平

行する大小の湖沼が細長く横たわる.海図では

底に水深60皿以深から刻む谷形が泥炭地にのびウルム

最盛氷期から縄文海進→海退→砂丘列→沈降→泥炭地へ

の地史の変遷を推定させまた泥炭地火散布(ヒチリ

ップ)沼厚岸湖へと結ばれる東西性の低地帯は上記

の南高北低型の運動の延長とみられる.泥炭地の一望

は霧多布市街から西方の藻散布行きバス(35分)に乗り

琶琵瀬から台地への坂で厚捧(汐見)層⑦をみて展望台

⑧に着きここから眺めるのがよい.原始郷の名に恥

じたい景観と東西両海岸台地と異観に強い印象を与え

られよう.バスでさらに進むと懐深い火散布沼(3.6

km-2最深17m)と藻散布沼((〕.6km2周5m)の入江が

ありその沼口付近には浦幌層鮮の天寧層の崖⑨が立ち

釧路炭嗣の東縁がここまで延びていることを知る.

奔幌戸(霧多布)釧椥他方の白亜系にはアンモ

ナイトの産出は少ない.わずかにいまも産するのは浜

中湾北岸の奔幌戸(ポンポロト)部落である.泥炭地

北端の榊町から東へ6kmでその聞交通の便はない.

同部落小学校前の海崖⑩中腹の厚衆層の砂堵から

G倣必加㈹∫a任.尾の16主(FoR.)をはじめ腕足類の

Qた乃｡伽〃∫wψ1切ゴ｡(P)小型のル｡c㈹1〃〃∫sp.

などを産する.伺部落へ行きつく間の厚緯層の岩相も

変化に富み興味深い.

浜中から落石へ(姉別･厚床･落石岬･根索南部)�
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浜中駅をあとにした根室本線は単調た根釧原野の牧

野と疎林の閥を走り20分足らずで姉別を経て厚床駅に

着く.ここは釧路と根室市との境で根室内陸や野付

半島知床へ向かう標津線の起点駅でもある.同駅を

出て次の初田牛駅に入ると本線は終点根室までは海

津台地地域の分水界(標高80-45m)を走る.厚床か

ら30～40分根室半島基部の落石駅に近づくころから

低いトドマツと笹原の襟生地が続くカミやがて灰色の寒

海が視界に入ってくる.

じめて長節層タイプの互層が露われる.

アンモナイトその他の化石も採取できよう.

長節層の標式地はこの北方7量mの長節海岸である.

次駅の酉和田から長節部落に出て海岸を南下し沼口

から400m～1k㎜間では団球中にN砂伽π06伽∫

1エ6腕αチθ1153MAT｡その他の化石を産しさらに数100m

進むとみごξな層間榴曲がみられやがて本属本来の

互層帯が露出する.

屑耕の名もこれから由来する.

最上部の落石層はこの付近

に露出して模式地とされ長

節層も露出する.観察は落

二百駅から約3kmほど引さ1返し

た落石港ではじめよう.同

港はボッキリ湾岸にあリ同

湾は長節層を削りこみ落石

層の突出崖で抱かれる.港

のすぐ南壁崖には下位に厚

さ20mほどの長節層が特有

たゆるい層間榴曲を示して横

たわりその上には落石層

(厚さ約23m)カ三南東へ懐い

てのるが同層の観察はより

東の海岸カミよい.

長節層を港から湾岸沿いに

北に追うと薄砂岩層をはさ

む泥岩カミ続き最北岸部では

泥灰質団球には

恋お

落石落石は風光絶景の

地とともに植物生態学上北方系

植物(天然記念物のサカイツツジや

キヨシソウ)の南限地としても知ら

れる.

地形上落荷岬の台地は陸繋島ら

しく見えるが根室層群の硬軟両地

鱈がもたらした半島である.同層

群の上半興筋層(泥岩･砂岩互層)

の軟質姶層とその上にのる堅い落

石礫岩屑がそれで両層が観察でき

る.

根室j醐羊は根室半.!島南北両枠によ

く館出し半島軸方1句に近い走1祠で

南～南東へ!5～30度で単斜する.

したがって南の落石から半島最北津

の下位層までの関係が把握でき根室

灘工3図浜中町霧多布(上馴ま櫛町展望台からみた瀦炭地と印火の1■島はケンボキ島.

下図は琵琶纐側からみた諦癖)�
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級室層雛五逗節鰯の煩脚繕1断(淀節淋搾)

花咲(根室南部)

落石駅よりさらに本線で北上すればトドマツ林の間

から左車窓には根室海峡から深く入った温根沼(オン

ネトｰ)右窓にはこの沼とエkm足らずで背申合わせに

迫る長節沼がのぞかれるがやがて明治18年(1885)に

入植の屯岡兵村の西和田駅に達する.先の長節への下

となろう.

車駅で次の見学地花

咲までは落石から20分.

駅から花咲港へ歩む台

地の道からは南の沖に

平板型のユルリモユノレ

リ両.島が寄り添う姿の一

幅の絵をみせる.両島

は落石層もしくはよ!)火

砕岩質に富む拾相から

落石層の上位の｢ユルリ

層｣とされ二枚貝など

の化二石も少なくたい.

花咲港は被室港の副

漁港であったが不凍港

のため逆転して活況に満

ちここで花咲カニに舌つ

づみをうつのも旅の慰め

花咲の地質ここでの焦点は天然記念物の｢車

石｣粗粒玄武岩でありその産状や根室層の一部が観

察できる.花咲港の東側の崖や採石場(粗粒玄武岩が

対象)では頁岩質の根室層の下または挾んで柱状節

理を示す粗粒玄武岩がみられる.｢車石｣の観察は台

地へのぼり花咲1岬灯台下の海岸に出る.アルカリ質

粗粒玄武岩が菊花ないし車輪状に開いた放射状節理を

示す直径8.2mの半円を呈している.この西側1こは米

俵を積みあげたような2m内外の円～楕円形の車看状

断面を示すものが無数にみられる.これら車石状岩の

周縁は互いに黒色のガラスで接し沸石類で小空隙をう

ずめている.車石形は枕状構造の一種で海底で地層

堆積中または直後に噴出迷入した岩床または熔岩が冷

却してできたといわれる.

アルカリ.岩の産状と年代粗粒玄武岩は釧

路市の東部(浦幌層群に貫迷入)から露われるが東方

ほど密度が増し根室辛島でもっとも集中する.半島

部における同岩や岩漿分化作用で岩相を変えたモンゾニ

岩粗面玄武岩などは根室層癖中部に層状岩体～岩床

状の産状を示し半島の延長方向に雁行状に配列する.

接触地層の硬化変質は弱く前述の港の東屋や岬のすぐ

北の西海岸へ下る途中でも上下の同岩と根室層との接

触部が観察できる.これらアルカリ岩の迷入時代は

長節層の堆積前後の2期と推定されている.花咲から

納沙布までの4岩種のK-Ar年代測定値は65～88×10

万年で新鮮さから1期(根室層以前)を8,880万年2

錫15図化映灯食下夢汀箪石｣�
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線エ?1章1納沙'舷蟻11企毅

期(長節層以降)を8,40c万年とみセノニァンとセノ

ニァン'帯ダニァン期(?)とみている､

根室層(泥岩主体の砂岩とび)互層)は花咲ではその…

部しか観察できないがこれから他でもみることができ

るが本属には油徴を伴う点が注員される.一つは花

咲神社裏手の小屋(砂岩1頁岩互層に軽質漉の演出)

他は根室市街近くで互層部(アスファルト細粒を含む)

である.石油資源開発K.K.が厚床から北方17k皿の

西別近くで2,000･n級のボｰリングを実施した(昭和

3&年)のはこうした裏付けによる.

花咲の台地岬から南を望めば二段の海成段丘がみえ

る.根室半島は海抜50㎜内外の面を主体にするがこ

の沿岸には低位面(30m以下)がせまく発達する.こ

の低位面はこれから向かう根室海峡側で

は幅広くまた長く発達し南高北低型の

地盤の動きを知る.

花咲から根室へ花咲から根室

市街へは10分たらずでバス便もあリ半

島を南北に横断する･途中の道路切り割

りには腐植土と火山灰に被覆された深さ

1.2n1以下に周氷河性()角礫の化石構造

上がみられるといわれる.

淡彩に広がる牧草原台地からやがて夏

には海霧でかすみ冬は流氷で白く凍りつ

く根室港市街に入る.かつてここは開茄

使から道庁へ移る間遣内を3県にわけた

根室県(釧路･一1一勝･北見を含む)の首都

であリ千島をかかえた戦前は一大漁業基地として栄え

たがいまは花咲港にそれも譲リ目本の東の国境の街

として情緒がただよう坂の街である.

根室(根室南部同北部納沙布)

根室市での地質巡検は根室層灘最下部のノツガマッ

プ層と各種の岩相をみせるアルカリ岩および根室層にし

ぼりたい.後二者は市街の酉はずれの月ケ岡ノ･ツタ

ラ川口からキナトウシ川までの海岸でみられる.根室

層に迷入する車石状の斑状玄武岩と柱状節理の同着や

粗粒玄武岩モンゾニ岩カミ走向に沿って配列し東西の

両川河口付近で根室層が観察される.

ノッカマップ層は根室港の北東方約5kmの遣のりで

第18図

風蓮湖(湖樺に泥炭が形成

されている)�
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途中粗粒玄武岩や根室層をみたがらシキウス部落に達す

るが交通の便はない.ここから海崖の続く磯沿いに

ノツガマップ部落までの間にノツガマップ屑がよく1観察

されるが凝灰角礫岩など火砕岩質を主に礫措･砂岩

などが挾在し同幅が露われる始終岡部落では1〃0

r舳z〃舳∫c〃〃1'4加Mπ･n.1.cfr.∫舳伽〃エ･〃5心MAT.

が比較的多産する,

納沙布へ半島を東走するバスで45分いま周

本の最東端の納沙布岬(東経145.49'20")に旅足をのば

してみよう.市街を出るとまもたく前方の友如の岬

には台地を切った低位の段丘がみえる.左手のオンネ

沼を過ぎるとやがて台地にのり沖根端(オキネップ)

にくると道路切り割りに根室層の珪質の凝灰岩もみえ

る.漁村が並ギ右窓から左手をみやると平坦な牧草

原が遠く地平線のかたたまで続く.

納沙布岬に立てば眼下は粗粒玄武岩の海崖右手を

南に追えばモンゾニ岩質など各種岩が露われ左手の展

望台側には根室層とその海食洞もみえる.

展望台から東千島を望めば行きかう昆布採取船や

3km余の玲瑳瑠(ゴヨウマイ)海峡を隔てた豆粒の貝殻

島その先には低平な水晶島がかすみ国後.島も水平線

のかたたにあわく浮かぶ.

根室から風蓮湖へ(根室南部･庫床)

根室市からの帰路は根室湾痒を走る国道44号線をバ

スで厚床までの1時間余を楽しみたい.20分も走ると

左手には根室半島.基部を南北に切るように奥深い入江

の温根沼(4,9k皿2最深7m)が目に入る.

やがて東梅から右手木立ちの聞から白鳥の湖(10月

～4月約1万羽)と知られる風蓮湖(52止m2最深11

m)がみえる.同湖は延長20km幅200m以下の緑に

包まれた低い砂州で海を隔てる鱗湖で干潮には温根沼

と同じく濡筋を猫き湖水線一帯や注入する蛇行の諸川

下流部には一･面に泥炭が形成されている.本湖は北

国特有な灰色の水をたたえ荒涼寂漠た異彩ある風景は
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